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平成22年度年間行事報告

料理教 室 ・テーブル コーデ ィネー ト講座

日　付

4/21(水)

5/19(水)

5/25(火)

6/16(水)

6/18(金)

6/26(土)

6/30(水)

7/6(火)

7/8(木)

7/16(金)

7/21(水)

7/23(金)

7/30(金)

8/6(金)

9/10(金)

9/15(水)

9/17(金)

9/21(火)

タイ トル

料理の基礎講座

第1回 煮だしのとり方

料理の基礎講座

第2回 　炊飯、汁物、野菜料理の基本

飲茶教室

料理の基礎講座

第3回 　魚料理の基本

はじめてのパ ン作 り教室

第1回 　食パ ン

『水無月膳』料理教室

「水無月膳』料理教室

テーブル コーデ ィネー ト講座

第1回 　夏 の和風食卓 演出

『水無月膳』料理教室

は じめてのパ ン作 り教 室

第2回 　ロールパ ン

料理の基礎講座

第4回 　中国料理

は じめてのパ ン作 り教 室

第2回 　ロールパ ン

は じめてのパ ン作 り教 室

第2回 　ロールパ ン

は じめてのパン作 り教室

第3回 　 ピザ

秋の味覚を楽 しむヘルシー料理講座

第1回 　野菜たっぷ りイ ンド料理

料理の基礎講座

第5回 　西洋料理

パ ン作 り料 理教 室

第1回 イチ ジクカ ンパーニ ュ

ケー ク ・サ レ(お 惣菜ケーキ)に 挑戦

開催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

参 加 者 数

(学生ボランティア数)

5(3)

1(3)

4(2)

6(2)

4(2)

7(2)

7(2)

2(2)

6(2)

3(2)

8(2)

2(2)

3(2)

6(2)

7(2)

7(2)

6(2)

4(2)

参加 ス タッフ

木戸 ・姜

木戸 ・姜

木戸 ・田中(清 子)・ 井

上 ・姜

木戸 ・姜

田 中(清 子)・ 木戸 ・姜

木戸 ・姜

木戸 ・姜

中野 ・木戸 ・井上 ・姜

木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

井上 ・木戸 ・姜
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日　付

9/24(金)

10/1(金)

10/15(金)

10/20(水)

11/2(火)

11/19(金)

11/22(月)

11/26(金)

11/30(火)

12/10(金)

12/17(金)

1/28(金)

2/15(火)

2/18(金)

タイ トル

パ ン作 り料理教室

第1回 イチジクカ ンパーニ ュ

パ ン作 り料理教室

第2回 　焼 きカ レーパ ン

秋の味覚を楽 しむヘル シー料理講座

第2回 　低エネルギーで美味しく酒の肴

料理の基礎講座

第6回 　行事食

野菜嫌いの子 どものためのお菓子教室

パ ン作 り料理教室

第3回 　グラタンパ ン

秋の味覚を楽 しむヘルシー料理講座

第3回 　冬の京野菜で霜月膳

秋の味覚を楽 しむヘルシー料理講座

第3回 　冬の京野菜で霜月膳

テー ブル コーデ ィネー ト講座　 第2回

晩秋のアー トを楽 しむ食卓 演出

お正月料理教室

お正月料理教室

和食材を使って簡単西洋料理教室

テ ーブル コーデ ィネー ト講座

第3回 　春を待つ食卓

基礎料理講座

開催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

主催

参 加 者 数

(学生ボランティア数)

3(2)

3(2)

7(2)

8(2)

5(2)

5(2)

6(0)

4(2)

7(0)

3(2)

7(0)

7(0)

6(0)

6(1)

参加 スタ ッフ

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

木戸 ・姜

井上 ・木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

中野 ・木戸 ・井上 ・姜

田 中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

中野 ・木戸 ・姜

田中(清 子)・ 木戸 ・姜

栄養アセ スメ ン ト・栄養相談

日　付

4/3(水)

4/4(日)

10/2(土)

10/3(日)

10/13(水)

10/14(木)

10/31(日)

タイ トル

第6回 さ くらよさこい祭 り

『学生 と栄養 ク リニ ックによる身体計

測 と栄養 アセスメ ン ト」

水都 にぎわい創 出プロジ ェク ト2010

『水辺 の栄養 ク リニ ック』

中信 ビジネスフェア2010　 第22回 大商談

会 『栄養アセスメント・栄養相談』

藤花祭2010『 栄養 アセスメ ン ト体験&

栄養相談』

開催

依頼

依頼

主催

主催

参 加 者 数

(学生ボランティア数)

511(10)

450(10)

200(7)

402(17)

参加 スタ ッフ

田中 ・中山 ・宮崎 ・吉野 ・

木戸 ・高岡 ・田中(清 子)・

井上 ・姜

中山 ・吉野 ・米浪 ・木戸 ・

田中(清 子)・ 姜

中山 ・吉野 ・木戸 ・姜

田中 ・米浪 ・宮崎 ・木戸 ・

田中(清 子)・ 井上 ・姜
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日　付

12/5(日)

12/14(火)

12/24(金)

2/24(木)

タイ トル

京 都 女子 学 園 学 園創 立100周 年 記念

「京女Day」

『栄養 アセスメ ン ト・栄養相談』

東山区高齢者対象の健康相談イベント

東山区高齢者対象の健康相談イベント

東山区高齢者対象の健康相談イベント

開催

依頼

主催

主催

主催

参 加 者 数

(学生ボランティア数)

148(5)

22(4)

44(5)

20(4)

参加 ス タ ッフ

田中 ・中山 ・宮崎 ・吉野 ・

米浪 ・木戸 ・田中(清 子)・

姜

宮崎

宮崎 ・田中(清 子)

宮崎

子育て支援

日　 付

5/12(水)

7/7(水)

11/17(水)

2/16(水)

タイ トル

幼児のおやつとレシピの提供による

子育て支援　　[春]

幼児のおやつとレシピの提供による

子育て支援　　[夏]

幼児のおやつとレシピの提供による

子育て支援　　[秋]

幼児のおやつとレシピの提供による

子育て支援　　[冬]

開催

主催

主催

主催

主催

参 加 者 数

(学生ボランティア数)

親:6、 子:7

　 　 (2)

親:9、 子:10

　 　 (3)

親:7、 子:7

　 　 (4)

親:8、 子:8

　 　 (2)

参加 スタ ッフ

桂 ・姜

桂 ・姜

桂 ・姜

桂 ・姜

自炊支援

日　付

7/27(火)

9/28(火)

11/9(火)

タイ トル

料理の試作と写真撮影　　[初級]

料理の試作と写真撮影　　[中級]

料理の試作と写真撮影　　[上級]

開催

主催

主催

主催

参 加 者 数

(学生ボランティア数)

4

4

2

参加 スタ ッフ

米浪 ・井上 ・姜

米浪 ・井上 ・姜

米浪 ・井上 ・姜

広報活動

日　付

9/25(土)

10/8(金)

4/1(木)

～3/20(日)

報道機関

リビング京都西南

京都 リビング新聞社

スタ ッフプログ

本願寺新報

記事見出しタイ トル

「極 めたい"卵"」 卵 に関す るギモ ン

9/25号 「極 めた い"卵"」 一 こんな疑問 も紹介 したか った!

「京都女子大学栄養 クリニック　 食 と健康の教室」32回 連載
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附属小学校ランチ活動記録 担当　中山玲子指導教員

日　 付

6/14(月)

6/22(火)

6/23(水)～7/8(木)　 (12日 間)

8/30(月)

9/7(火)～10/8(金)　 (12日 間)

10/5(火)

10/12(火)～10/28(木)　 (12日 間)

11/4(月)

11/8(月)～11/25(木)　 (12日 間)

1/13(木)

2/4(金)

2/14(月)～3/8(火)　 (12日 間)

委員会、附小ランチ等

平成22年 度　附小 ランチ検討委員会*(年 間食育計画 とランチ

のテーマについて)、第1期 附小ランチ献立検討会&試 食会

附小ランチ　1年 生保護者試食会

第1期 附小ランチ

第2期 　附小ランチ献立検討会&試 食会

第2期 附小 ランチ

第3期 　附小 ランチ献立検討会&試 食会

第3期 附小 ランチ

第4期 　附小 ランチ献立検討会&試 食会

第4期 附小 ランチ

附小育友会主催 「健やかな心と体を育むおやつ作 り」

※講演と調理実習(中 山 ・宮崎が参加)

第5期 　附小 ランチ献立検討会&試 食会

第5期 附小 ランチ

学外講演 講師　木戸詔子指導員

日　付

6/2(水)

7/29(木)

8/11(水)

11/27(土)

12/16(木)

講演題目

子どもの心と体を育てよう～食育を通して～

普通食のような摂食 ・嚥下食の調理と栄養管理

介護食の栄養と調理

京都女子大学栄養クリニックの取組

食の大切さを見直す～楽しい食事と元気な体～

対象者

葉山東幼児園保護者、園および市職員100名

済生会 滋賀病 院NST研 究会 ス タ ッフ ・医師、

看護 師、栄養士、調理師、他　約80名

NPO法 人 　京都 コ リア ン生 活 セ ンタ ーエル

フ ァ職員、調理 師、介護 にかか わる方14名

盛岡大学栄養科学部教員、栄養士会、保健所、

福祉施設栄養士、滝沢村役所職員、他　40名

栗東市保育研究会メンバー約40名

その他

・個人栄養相談　33件

・集団栄養教室　15回(参 加人数 延60名)

・学生ボランティア登録　60名

・岡山県立岡山操山中学校生徒訪問　 3名

・韓国キョンウォン大学食品栄養学科学生 ・教員訪問　学生26名 、教員4名

・盛岡大学栄養科学部栄養科学科教員訪問　 3名

・卒業生のための生涯学習 「臨床現場での管理栄養士の取組」
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京都女子大学栄養クリニック規則

制定　平成20年4月1日

(設置)

第1条 　京都女子大学学則第59条 に基づ き、京都女子大学

　 に京都女子大学栄養 ク リニ ック(以 下 「ク リニ ック」 とい

　 う。)を 置 く。

2　 ク リニ ックの組織及 び運営 は、 この規則の定 めるところ

　 による。

(目的)

第2条 　 ク リニ ックは建学 の精神 に則 り、管理栄養士 の実

　践教育 をは じめ、広 く健康 ・栄養 にかかわる学術研究 を深

　 め、 その成果 を学部 ・大学 院の教育、並 びに社会一般 に還

　元す ることを目的 とす る。

(事業)

第3条 　 ク リニ ックは前条 の 目的を達成す るために次 の事

　業 を行 う。

　(1)家 政学部食物栄養学科 における健康 ・栄養 にかかわる

　　実践教育 ・研究

　②　家政学研究科 における実践教 育 ・研究

　(3>京 都女子学 園内における食育 の推進

　(4>市 民 を対象 と した栄養指導 ・相談、啓発 活動 ・刊行物

　　 の発行

　⑤　 その他、 ク リニ ックの 目的を達成 するために必要 と認

　　 めた事業

(健康 ・栄養指導 の種類及 び料金)

第4条 　健康 ・栄養 指導等 の種類及 び料金 については別 に

　定 める。

(ク リニ ック構成員)

第5条 　ク リニ ックの事業 を行 うため次 の構成員 を置 くこ

　 とが できる。

　(1)栄 養 ク リニ ック長(以 下 「ク リニ ック長」 という。)

　　 1名

　②　栄養 ク リニ ック指導教員(以 下 「ク リニ ック指導教員」

　　 とい う。)　 若干名

　(3)栄 養 ク リニ ック指導員(非 専任職員)(以 下 「ク リニ ッ

　　 ク指導員」 とい う。)　 1名(枠)

　(4)栄 養 ク リニ ック ・スタッフ(ラ ボラ トリー ・スタッフ)

　　 (以下 「クリニ ック ・スタ ッフ」 とい う。)　 1名

　(5)栄 養 ク リニ ック研 究員(以 下 「ク リニ ック研 究員」 と

　　 い う。)　 若干名

　(6)栄 養 ク リニ ック研修 員(以 下 「ク リニ ック研 修員」 と

　　 い う。)　 若干名

(ク リニ ック長)

第6条 　 ク リニ ック長は、 ク リニ ック運営業務 全般を統括

　す るとと もに、 ク リニ ック構成員 と して栄養相談活動 に従

　事す る。

2　 ク リニ ック長 は、 ク リニ ック研究員及 び研修員 に対す る

　助言 ・指導 を行 い、 その責任 を負 う。

3　 ク リニ ック長 は家政学部 の専任教員 で、かつ 医師資格 を

　有 する者 の中か ら、家政学部長 の推薦 に もとづ き学長 が委

　嘱する。

4　 クリニ ック長 の任期 は2年 と し、重任 を妨 げない。

(ク リニ ック指導教員)

第7条 　 クリニ ック指導教員 は、 ク リニ ック長 を補佐 して、

　 ク リニ ック運 営業務全般 に従事す るとと もに、栄養相談活

　動 を分 担す る。

2　 ク リニ ック指導教員は、 クリニ ック長 とともに、ク リニ ッ

　 ク研究 員及び研修 員に対す る助言 ・指導 を行 い、 その責任

　を負 う。

3　 クリニ ック指導教員 は家政学部 の専任教員 で、 かつ管理

　栄養士 免許 取得者 の中か らク リニ ック長 の推薦 に もとづき、

　運 営委 員会の議をへて学長 が委 嘱する。

4　 ク リニ ック指導 教員 の任期 は2年 とし、重任 を妨げない。

(ク リニ ック指導員)

第8条 ク リニ ック指導員 は、 クリニ ック長、 クリニ ック

　指導教員 とともに、栄養相談 活動 を分担 し、併 せて相談活

　動 に付随す る諸業務 に従事 する。

2　 ク リニ ック指導 員は、管理栄養士免許取得者 で、かつ原

　則 として5年 以上 の管理栄養士 としての実務経験 があ るも

　のの中か ら、運営委員 会の議 を経 て クリニ ック長 が推 薦 し、

　学長の申 し出に もとづき、学 園長 の承認 を得 た者 について、

　理事長 名で雇用契 約を締結 する。

(ク リニ ック ・スタ ッフ)

第9条 　 ク リニ ック ・スタ ッフは、 クリニ ック長 、学部事

　務セ ンター課長の監督 の もと、 ク リニ ック運 営業務全般に

　従事 し、併せて栄養相談 活動 に付 随する諸業務 を行 う。

2　 ク リニ ック ・ス タッフは、管理 栄養士免許取 得者(取 得

　見込みの者を含む。)と す る。

(ク リニ ック研究員)

第10条 　 ク リニ ック研究員 は、 ク リニ ック長、 クリニ ック

　指導教員、 ク リニ ック指導 員 とともに、栄養相 談活動を分

　担す ることがで きる。

2　 ク リニ ック研究員 は、原則 として京都 女子大 学及 び京都

　女子大学短期大学部の専任教職員で、 ク リニ ック長が推薦

　 し、運営委員会の議を経て、学長 が委 嘱す る。

3　 ク リニ ック研究員の任期は1年 とし、重任を妨げな い。
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(ク リニ ック研修員)

第11条 ク リニ ック研修員 は、原則 として本学大 学院生 ま

　たは卒業生で あ り、かつ管理 栄養士免許 取得者で ク リニ ッ

　 ク長 が認めた者 とす る。

2　 ク リニ ック研修員は、 ク リニ ック長 及 びク リニ ック指導

　教員の指導 ・監督の もとに、栄養相談活動に従事す ること

　がで きる。

3　 ク リニ ック研修員の研修期間 は1年 とす る。

(運営委員会)

第12条 ク リご ックの適正かつ 円滑 な運営を図 るた め、栄

　養 ク リニ ック運営委員会(以 下 「運 営委 員会」 とい う。)

　 を設 ける。

(運営委員会 の構成)

第13条 　運 営委員会 は次 の各号 に定 める委員 を もって構成

　 する。

　(1)家 政学 部長

　(2)食 物栄養学 科主任

　(3)ク リニ ック長

　(4)ク リニ ック指導教員 の中よ り、 ク リニ ック長 の指名 す

　　 る者1名

　 ⑤　 ク リニ ック指導員(但 し、 複数 の場 合は ク リニ ック長

　　 の指名す る者1名)

　(6)教 務 部長

　 (7)総 務部長

　 ⑧　教務部次長

(任期)

第14条 　前条第4号 及び第5号 に定 め る委員の任期 は1年

　 とし、重任 を妨 げない。

2　 前 項の委員 に欠員が生 じた ときは、直 ちに補充す るもの

　 とし、その任期 は前任者の残任期間 とす る。

3　 前条第4号 及 び第5号 を除 く委員の任期 は、それぞれの

　 在任中 とす る。

(委員長)

第15条 委員長 は教務部長 をもって あて る。

(運営委員会 の運営)

第16条 　委員長 は運営委員会を招集 し、 その議長 となる。

2　 運営委員会 は委員 の過半数の 出席 によ り成立 し、 出席者

　 の過半数 の同意 によ り議事 を決す る。

3　 委員長 は必要 に応 じて、 関係職員 に出席 を求 めて、説明

　 又 は意見 を聞 くことができる。

(運営委員会 の審議事項)

第17条 　運営委員会 は次 の事項 を審議す る。

　 (1>ク リニ ックの管理運営 に関する こと

　 ②　健康 ・栄養 指導、啓発活動 の基本方 針に関する こと

　 (3)ク リニ ック研 究員及 び研修員 の指導 に関わ る基本方針

　　 に関す ること

　 (4)ク リニ ック指導教員、 クリニ ック指導員、 ク リニ ック

　　 研究 員の選任に関する こと

　(5)他 の部局 との連携 に関す る事項

　(6)そ の他、 ク リニ ックの業務 に関す る基本的事項

(専門会議)

第18条 　第3条 の事業 を円滑 に行 うため、運営委員会の も

　 とに専 門会議 を設 ける。

2　 専門会議 は次 の各号 に定 める委員 を もって構成す る。

　 (1)ク リニ ック長

　 ②　 ク リニ ック指導教員

　 (3)ク リニ ック指導 員

　 (4)食 物栄養学科主 任

　 ⑤　学部事 務セ ンター課長

3　 専門会議 はク リニ ック長が議長 とな って議事 を運営 する。

4　 ク リニ ック長は必要に応 じて、関係職員に出席を求 めて、

　 説明又 は意見を聞 くことがで きる。

(専門会議 の審議事項)

第19条 　専門会議 は次の事項を審議す る。

　 (1)健 康 ・栄養指導、啓発活動 に関す る事項

　 (2)健 康 ・栄養指導、啓発活動担 当者 の業務分担並び に連

　 　絡調整 に関す る事項

　 (3)ク リニ ック研究員及 び研修員 の指導 に関す る事項

　 (4)そ の他、健康 ・栄養指導、啓発活動 に必要な具体的事

　 　項

(事務 の所掌)

第20条 ク リニ ックの事務 は、教務部学部事務 センターが

　 これを所掌 する。

(機密 の保持)

第21条 健康 ・栄養 指導、啓発活動担 当者及 びク リニ ック

　 の業務 に関与 する者 は、職務上知 り得 た相談者 の秘密 を他

　 に漏 らしてはな らない。

2　 その他、倫理 に関わ る事項 について は、「京 都女子大学

　 栄養 クリニ ック倫理綱領」 を遵守 する ものとす る。

(改廃)

第22条 　 この規則 の改廃 は、大 学評議会 の議 を経 て、学長

　 が これを行 う。

　 　　 附　則

　 この規則は、平成20年4月1日 か ら施行 する。
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【京都女子大学　栄養ク リニック職員】

■ 栄養 ク リニ ック長(医 師)

田中　　清　　家政学部教授

　　　　　担当科目/研 究分野

臨床栄養学/骨 粗髪症、内分泌代謝学

■ 栄養 クリニ ック指導教員(管 理栄養士)

中山　玲子

宮崎　由子

桂　　博美

河野　篤子

米浪　直子

横山　佳子

吉野世美子

家政学部教授

家政学部教授

家政学部准教授

家政学部准教授

家政学部准教授

家政学部准教授

家政学部准教授

　　　　　担当科目/研 究分野

栄養教育論/脂 質栄養生化学、栄養教育(食 育)

応用栄養学、栄養カウンセ リング論/食 品免疫機能

給食経営管理論/食 品栄養学

給食経営管理論、給食運営論/食 文化

基礎調理学、臨床栄養学/エ ネルギー代謝

公衆栄養学/細 菌学、食品衛生

調理学、 ライフステージ別栄養学/調 理科学

■ 栄養 クリニ ック指導員(管 理栄養士)

井上　弥生

木戸　詔子

田中　清子

元特別養護老人ホーム楽翠園 管理栄養士

元京都女子大学家政学部教授

元株式会社 アプリーティ ・セサモ　管理栄養士

　　　　　　　　　　　　　　　　 (産業栄養指導者、料理講師)

■ 栄養 ク リニ ックスタ ッフ(管 理栄養士)

姜 貴順 ラボ ラ トリー スタ ッフ
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編　集　後　記

　栄養 ク リニ ックが京都女子大学の 「教育研究機 関」 と して平成20年 度 に開設 され、多 くの方 々

の ご支 援 ご尽 力 によ り、丸3年 が経過 しよ うと して います。 お陰 さまで、 活動報 告書第3号

(2010年 度)を 出版す るこ とが 出来 ます こと、 関係の皆様 に厚 く御礼 申 し上 げます。

　 3年 目の今年度 は、新 しい指導員 の方 を迎 えて、新 たな取 り組 み も開始 しま した。

　表紙 のロゴマー クで もおわか りの よ うに学 園創立100周 年 の年 であ り、 その記念 イベ ン トの

一環 と して
、栄養 ク リニ ックの ブースを設 けていただき、一般市民 の方や 同窓生 の方等、延べ

で約1,110人 の方 々に、栄養 アセスメ ン トや栄養相談 を実施 しま した。参加 いただ いた方か ら、

食生 活を見直 す きっか けとな りま した。今後 もこの ような機会 があれば、参加 したい等 の感想

をいただ きま した。

　 また、栄養 ク リニ ックの事業 としては、昨年度 に引き続 き、料理教室やテーブル コーディネー

ト教 室等の開催 の ほか、 新 しい企画 に も取 り組 み、子育 て支援 や東 山区 との大学連携事業 によ

る高齢 者の栄養相談 業務な どに も着手 しま した。 さ らに、基礎調理教室 やア レル ギー対応 の料

理 教室 な どe-learningコ ンテ ンツ作 成 に も取 り組 みま した。次年度 以降、 これ らの画像 を活

用 して くだ さる方 が多い ことを願 ってお ります。 当 ク リニ ックの企画 を楽 しみに していただ い

て いる利用者 の皆様が増え、温か いご意見や ご感想 に、栄養 ク リニ ックのスタ ッフー 同、大変

励 まされて います。 栄養 相談や食事診 断の利用者 も少 しずつ増 えて きてお り、東 山区の連携を

充実 させ、 子育て支援や高齢者 の支援な ど活動内容を拡大 して参 りたい と思 ってお ります。

　 今年度 は先 に述べた よ うに、創立記念イベ ン ト等 の関係 もあ り、 公開講座 や専 門家 を対象 と

す る研究会や生涯学習を開催す る機会が少な くな った ことが残念 で したが、次年度 は さらに、

普及啓発活動や新 しい企画 に も挑戦 して いきた いと思 ってお ります。学生 ボ ランテ ィアに関 し

て は登録制 と して、様 々な事業 に参加 して もらって お り、次年度以降 も当 ク リニ ックでの経験

が学生 の実践教育 につ なが るよ うに努 めて いきた いと思 います。

　 また、昨年度 に引 き続 き、今年度 も本願寺新報 に1年 間連載で京都女子大学栄養 ク リニ ック

の コラムを掲載 させて いただき、全指導教員、指導員が それぞれの得意分野 で健康 や食 の情報

提供、健康 を考 えた簡単 で美味 しい料理の提案を させて いただ きま した。 お陰 さまで大変好評

を博 し、次年度 も同誌 で1年 間(計3年 間)掲 載 され るこ とにな りま した。

　 本第3号 では、学科主任 に もご寄稿 いただ き、 さまざまな ご提案をいただ きま した。 まだま

だ課題 はあ りますが、 これか らも地域 に根 ざ した大学 の「教育研究機 関」と して活動 内容 の拡大、

充実 を図 って行 きたい と思 ってお ります。今後共引 き続 き、 ご支援 ご指導 を賜 ります ようお願

いいた します。

　　　 　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　 (中 山玲子)
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